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 補助側ブラシ装置 
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基準不適合発生箇所 

 

 

 

 

改善措置の内容 

 全車両、補助側ブラシを取り外し、取り付け部の清掃を行う。その後、取り外した補助側ブラシを正規の手

順で組み付ける。 

       は点検部位を示す。 

識別：運転席側ドアストライカー付近にステッカーNo.3334 を貼付ける。 

 

 

 

 

 

スリット幅 

基準不適合発生箇所 
A 視 A 

清掃車の車両下部にある塵埃掃寄せ用の補助側ブラシが適切に組み付けられていな

いおそれがある。そのため、そのままの状態で使用を続けると補助側ブラシが車体から

脱落するおそれがある。 


